
                     

                     

次
号
は
５
月
１３
日
（土
曜
）に
発
行
し
ま
す

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

チ
ー
ム
一
丸

実
力
以
上
を
発
揮

５
カ
所
目
は
「名
古
屋
飛
行
学
校
」紹
介

銘
板
「か
つ
て
見
た
守
山
」お
披
露
目
式

マ
ス
コ
ッ
ト
配
布
し
交
通
安
全
願
う

こ
と
し
も
Ｇ
Ｓ
愛
知
�
団
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
人
が
協
力
し
て
声
掛
け
な
ど

振
り
込
め
詐
欺
防
止
で
感
謝
状

鎮
魂
の
こ
い
の
ぼ
り
１
５
０
匹

２９
日
か
ら
矢
田
川
・印
場
橋
東
で
〝空
泳
〟

来
月
１４
日

小
幡
緑
地
本
園

２度目の挑戦で快挙

                     

                     

　
▽
石
原
仁
さ
ん
＝
小
幡
中

３
＝
の
投
稿
写
真

　
双
子
の
白
花
タ
ン
ポ
ポ
を

発
見
。
花
の
形
は
良
く
な
い

で
す
が
、
茎
は
一
本
で
す
。

◇
　
　
　
◇

　
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
あ
な

た
が
日
常
生
活
で
と
ら
え
た

〝
身
近
な
ス
ク
ー
プ
〟
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
郵
送
の
場
合
は
写

真
ほ
か
、
別
紙
に
①
住
所
②

氏
名
（
匿
名
希
望
の
方
は
ペ

ン
ネ
ー
ム
も
）
③
電
話
番
号

④
写
真
の
説
明
や
コ
メ
ン
ト

な
ど
を
明
記
し
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
０
７
、
松
坂
町
三

五
二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー

ス
「
紙
上
写
真
展
」
係
へ
。

　
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名

に
「
紙
上
写
真
展
」
、
本
文

に
①
か
ら
④
、
写
真
デ
ー
タ

を
添
付
し
て
＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ

ｅ
ｗ
ｓ
＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

＝

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

僅差の試合が多くて大変だった―金メダルや優勝カップと一緒にメンバーら

区
内
で
５
番
目
と
な
っ
た
銘
板

「
か
つ
て
見
た
守
山
」

除幕式で設置前の銘板を生徒らに披露した

区
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
モ
リ
ス
ち
ゃ
ん
」
と

共
に
呼
び
掛
け
る
団
員
ら

復
興
も
願
っ
て
多
く
の

こ
い
の
ぼ
り
が
揚
げ
ら
れ
る

感謝状を手に伊野さん（中央左）と小澤
さん（左は渡邊署長、右は寺田会長）

開放感たっぷりの中、買い物を
楽しめる「わくわくフリマ」

　
小
学
生
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
二
城
Ｓ
Ｂ
Ｃ
」
が
、
先
月
二
十
七
日

か
ら
二
十
九
日
に
神
奈
川
県
で
開
か
れ
た
「
第
�
回
春
季
全
日
本
小
学
生
女
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
」
へ
出
場
。
二
度
目
の
全
国
挑
戦
で
優
勝
に
輝
い
た
。

　
春
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中

の
九
日
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
愛

知
�
団
（
三
浦
み
ず
き
団
委
員

長
）
が
ナ
フ
コ
不
二
屋
小
幡
緑

地
店
＝
小
幡
三
＝
で
、
買
い
物

客
に
手
作
り
マ
ス
コ
ッ
ト
を
配

っ
て
呼
び
掛
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
こ
と
し
も
催
し
た
。

　
区
内
を
活
動
拠
点
に
す
る
同

団
が
三
十
年
以
上
続
け
て
い
る

も
の
。
マ
ス
コ
ッ
ト
は
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
に
フ
ェ

ル
ト
を
貼
っ
て
帽
子
（
事
故
防

止
）
を
か
た
ど
る
な
ど
手
作
り

し
て
、
交
通
安
全
へ
の
願
い
を

込
め
た
。

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
団
員
や

団
委
員
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
地
域
交
通
安
全
活
動
推

進
委
員
ら
十
七
人
が
参
加
。
店

の
出
入
り
口
で
「
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
呼
び
掛
け
、

マ
ス
コ
ッ
ト
を
手
渡
し
た
。
笑

顔
で
受
け
取
る
姿
が
見
ら
れ
た

ほ
か
、
「
あ
り
が
と
う
」
の
声

も
聞
か
れ
た
。

　
団
員
の
長
谷
川
萌
香
さ
ん

（
廿
軒
家
小
三
年
）
は
「
気
を

付
け
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
っ
て

こ
と
が
伝
わ
る
と
い
い
」
と
感

想
を
。
ま
た
、
小
川
莉
奈
さ
ん

（
大
森
小
二
年
）
は
「
ド
キ
ド

キ
し
た
。
車
が
多
い
と
思
う
か

ら
、
事
故
に
注
意
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
値
打
ち
品
い
っ
ぱ
い
―
。
中

日
新
聞
守
山
販
売
店
会
は
五
月

十
四
日
（
日
）
午
前
十
時
―
午

後
二
時
、
小
幡
緑
地
本
園
芝
生

広
場
で
恒
例
の

「
わ
く
わ
く
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
を
開
く
。

入
場
無
料
、
雨

天
の
場
合
は
二

十
一
日
（
日
）

に
延
期
。

　
公
募
と
抽
選

に
よ
る
八
十
組

が
出
店
し
、
日

用
雑
貨
や
衣
類

ほ
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
品
物
を
値

打
ち
に
販
売
。

ま
た
、
野
球
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
な

ど
が
当
た
る
「
お
楽
し
み
抽
選

会
」
（
五
月
十
二
日
折
り
込
み

の
フ
リ
マ
チ
ラ
シ
を
持
参
）
も

行
わ
れ
る
。

　
「
駐
車
場
の
数
に
は
限
り
が

あ
り
、
一
般
来
園
さ
れ
る
方
も

み
え
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
で

ご
来
場
く
だ
さ
い
」
と
同
会
。

雨
天
時
は
、
当
日
の
午
前
七
時

ご
ろ
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
「
中

日
も
り
や
ま
」
で
検
索
）
へ
開

催
の
有
無
を
掲
載
す
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
わ
く
わ
く

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
窓
口
店
・

青
木
新
聞
店
（
守
山
南
部
）
＝

☎
（
７
９
１
）
２
３
４
０
（
平

日
、
午
前
十
時
―
午
後
六
時
）

＝
へ
。

　
チ
ー
ム
発
足
は
約
十
年
前
。

当
時
の
二
城
小
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
員
ら
の
思
い
〝
も
っ
と
い
ろ

い
ろ
な
大
会
に
出
て
み
た
い
〟

が
き
っ
か
け
。
現
在
で
は
広
く

区
内
か
ら
同
小
校
庭
へ
集
ま

り
、
メ
ン
バ
ー
十
七
人
が
毎
週

土
日
に
練
習
を
重
ね
て
い
る
。

　
全
国
大
会
に
は
各
都
府
県
の

代
表
四
十
五
チ
ー
ム
が
参
加
。

二
城
Ｓ
Ｂ
Ｃ
は
、
岐
阜
代
表
と

の
二
回
戦
を
５
―
４
の
僅
差
で

勝
利
す
る
な
ど
粘
り
強
い
試
合

を
展
開
。
緊
張
に
よ
る
エ
ラ
ー

が
あ
り
な
が
ら
も
短
打
で
つ
な

ぐ
場
面
を
多
く
見
せ
、
昨
年
八

月
に
続
く
二
度
目
の
挑
戦
で
決

勝
へ
と
駒
を
進
め
た
。

　
同
大
会
は
雨
で
初
日
が
中
止

に
な
り
、
二
日
目
も
一
回
戦
の

み
の
開
催
。
ま
た
日
程
上
、
最

終
日
の
決
勝
戦
を
実
施
で
き
な

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
二
城
Ｓ

Ｂ
Ｃ
と
兵
庫
代
表
の
両
チ
ー
ム

優
勝
が
決
ま
っ
た
。

　
監
督
の
柳
瀬
隆
さ
ん
�
�
＝

西
川
原
町
＝
は
「
長
打
は
な
か

っ
た
が
、
打
線
が
続
い
た
。
実

力
以
上
の
も
の
を
出
し
、
よ
く

や
っ
て
く
れ
た
」
と
に
っ
こ

り
。
主
将
の
田
辺
美
朋
さ
ん

（瀬
古
小
五
年
＝
当
時
）は
「
チ

ー
ム
が
一
丸
に
な
れ
た
結
果
だ

と
思
う
。
お
父
さ
ん
の
誕
生
日

に
金
メ
ダ
ル
を
見
せ
ら
れ
て
よ

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

　
昔
の
小
幡
ケ
原
（
現
在
の
守

山
東
中
学
校
付
近
）
に
あ
っ
た

名
古
屋
飛
行
学
校
を
紹
介
す
る

銘
板
「
か
つ
て

見

た

守

山
」

が
、
小
林
公
園

＝
小
幡
五
＝
に

設
け
ら
れ
た
。

設
置
前
の
先
月

二
十
四
日
、
同

中
で
お
披
露
目

式
が
催
さ
れ

た
。

　
銘
板
は
〝
地

域
へ
の
愛
着
を

育
ん
で
ほ
し

い
〟
と
、
区
が

二
年
前
か
ら
設

置
を
進
め
て
い
る
も
の
。
小
林

公
園
は
、
守
山
図
書
館
・
上
志

段
味
交
差
点
・
小
幡
駅
・
大
森

小
学
校
に
続
い
て
五
カ
所
目
と

な
っ
た
。

　
体
育
館
で
行
わ
れ
た
お
披
露

目
式
に
は
一
・
二
年
の
生
徒
ら

約
四
百
七
十
人
が
出
席
。
柴
田

久
司
区
長
が
「
守
山
区
を
も
っ

と
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
生
徒
会
長
や
地
域

の
関
係
者
に
よ
る
除
幕
で
は
、

大
き
な
拍
手
が
起
こ
っ
た
。

　
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
資

料
が
映
し
出
さ
れ
、
守
山
郷
土

史
研
究
会
の
伊
東
重
光
さ
ん
が

当
時
の
様
子
を
説
明
。
「
パ
イ

ロ
ッ
ト
に
な
る
ク
ラ
ス
と
整
備

士
に
な
る
ク
ラ
ス
が
あ
っ
た
」

や
「
学
費
が
高
く
、
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
目
指

す
人
が
い
た
」
な
ど
の
話
に
生

徒
は
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　
銘
板
は
縦
九
十
㌢
×
横
百
二

十
㌢
で
、
守
山
東
中
西
隣
に
あ

る
公
園
の
南
西
角
に
設
置
さ
れ

た
。
昭
和
初
期
の
名
古
屋
飛
行

学
校
を
撮
影
し
た
写
真
ほ
か
、

説
明
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
っ

た
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
「
青

こ
い

い
鯉
の
ぼ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
二
十
九
日
（
土
・
祝
）
か
ら

五
月
五
日
（
金
・
祝
）
ま
で
、

矢
田
川
の
印
場
橋
＝
尾
張
旭
市

＝
東
側
で
行
わ
れ
、
多
く
の
こ

い
の
ぼ
り
が
揚
げ
ら
れ
る
。

　
鎮
魂
の
意
味
が
込
め
ら
れ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
震
災
の
翌
年

に
宮
城
県
で
始
ま
っ
た
も
の
。

尾
張
旭
市
で
は
、
賛
同
し
た
若

杉
廣
巳
さ
ん
�
�
＝
同
市
新
居

町
＝
が
中
心
に
な
り
、
同
じ
年

か
ら
続
け
て
い
る
。

　
若
杉
さ
ん
は
地
域
に
協
力
を

呼
び
掛
け
、
不
用
に
な
っ
た
こ

い
の
ぼ
り
を
回
収
。
そ
の
う

ち
、
青
の
子
ご
い
を
宮
城
県
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
へ
贈
っ

て
い
る
。
期
間
中
、
矢
田
川
を

ま
た
ぐ
よ
う
に
百
二
十
㍍
の
ロ

ー
プ
が
渡
さ
れ
、
こ
と
し
は
約

百
五
十
匹
が
空
を
泳
ぐ
。

　
「
被
災
地
の
復
興
は
進
ん
で

い
る
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
。
震

災
を
忘
れ
な
い
よ
う
、
見
て
感

じ
て
ほ
し
い
」
と
若
杉
さ
ん
。

ま
た
「
こ
い
の
ぼ
り
は
年
々
増

え
て
い
ま
す
が
、
傷
ん
で
い
く

も
の
も
あ
る
の
で
」
と
も
。

　
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
こ
い

の
ぼ
り
を
募
っ
て
お
り
、
四
月

二
十
七
日
（
木
）
ま
で
受
け
付

け
る
。
区
内
で
あ
れ
ば
引
き
取

り
可
と
の
こ
と
。
問
い
合
わ
せ

は
若
杉
さ
ん
方
＝
☎
０
５
６
１

（
�
）
７
８
３
５
＝
へ
。

　
守
山
警
察
署
（
渡
邊
泰
輔
署

長
）
と
守
山
旭
防
犯
連
合
会

（
寺
田
浩
会
長
）
は
五
日
、
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払
機
）
に

よ
る
振
り
込
め
詐
欺
被
害
を
防

い
だ
と
し
て
、
伊
野
る
み
子
さ

ん
�
�
＝
金
屋
一
＝
と
小
澤
智

美
さ
ん
�
�
＝
鳥
羽
見
二
＝
へ

感
謝
状
を
贈
っ
た
。

　
先
月
十
六
日
の
午
後
一
時
ご

ろ
、
区
内
ス
ー
パ
ー

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー

を
訪
れ
た
伊
野
さ
ん

と
小
澤
さ
ん
。
う
ろ

う
ろ
し
な
が
ら
携
帯

電
話
で
話
す
男
性
を

見
掛
け
、
や
り
取
り

の
「
着
い
た
け
ど
」

や
「
還
付
金
」
に
違

和
感
を
覚
え
た
と
い

う
。

　
見
知
ら
ぬ
同
士
で

偶
然
そ
ば
に
い
た
二

人
は
「
お
か
し
い
よ
ね
」
な
ど

と
言
葉
を
交
わ
し
た
後
、
男
性

に
声
掛
け
。
「
区
役
所
か
ら
の

還
付
金
が
あ
る
」
と
答
え
た
こ

と
か
ら
詐
欺
を
疑
い
、
説
得
と

と
も
に
近
く
の
交
番
へ
連
れ
て

い
っ
た
。

　
署
員
の
聞
き
取
り
で
、
市
職

員
を
か
た
る
還
付
金
詐
欺
と
判

明
。
被
害
を
免
れ
た
の
は
区
内

の
七
十
代
男
性
だ
っ
た
。
二
人

に
は
感
謝
状
の
ほ
か
、
同
連
合

会
が
設
け
た
制
度
の
報
奨
金
一

万
円
も
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
た
。

　
伊
野
さ
ん
は
「
声
掛
け
し
て

よ
か
っ
た
。
厚
か
ま
し
さ
も
た

ま
に
は
い
い
こ
と
を
す
る
な
と

思
っ
た
」
と
笑
顔
。
ま
た
、
小

澤
さ
ん
は
「
同
じ
世
代
の
両
親

が
い
て
、
や
は
り
気
に
な
る
。

そ
の
両
親
か
ら
『
よ
く
や
っ
た

ね
』
っ
て
褒
め
ら
れ
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
た
。

〔１〕 ２０１７年（平成２９年）４月２２日（土曜日） 第２・第４土曜日発行 第６９３号

                                          

                     

                                          

                                                               


